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大
和
国
楽
人
領
に
お
け
る
触
伝
達

山
田　
　

淳
平

は
じ
め
に

本
稿
は
、大
和
国
平
群
郡
に
所
在
し
た
三
方
楽
人
領
（
八
ヶ
村
、二
〇
〇
〇
石
、

以
下
単
に
楽
人
領
と
す
る
）
を
素
材
と
し
て
、
非
武
家
領
に
お
け
る
触
伝
達
の
実

態
解
明
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

山
田
洋
一
は
、山
城
国
の
所
領
構
成
を
分
析
し
、朝
廷
関
係
・
公
家
・
地
下
官
人
・

寺
院
・
神
社
・
社
家
と
い
っ
た
非
武
家
領
の
割
合
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ

ら
を
「
伝
統
権
門
領
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
の
上
で
、
同
国
に
お
け
る
触
伝

達
の
あ
り
か
た
に
着
目
し
、
村
方
の
触
留
か
ら
は
、
領
主
で
あ
る
伝
統
権
門
や
旗

本
か
ら
発
出
さ
れ
た
触
は
確
認
で
き
ず
、
個
別
領
主
は
行
政
面
に
お
い
て
は
京
都

町
奉
行
所
な
ど
幕
府
の
広
域
支
配
に
依
存
し
て
い
た
と
し
た1

。
こ
れ
に
対
し
て

中
川
博
勝
は
、
非
武
家
領
で
は
な
い
が
、
相
楽
郡
等
に
知
行
を
有
し
て
い
た
旗
本

天
野
領
を
事
例
と
し
て
、公
儀
触
が
京
都
町
奉
行（
奉
行
→
雑
色
→
村
）と
領
主（
用

人
→
代
官
→
村
）
の
二
つ
の
経
路
で
伝
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
そ
の

上
で
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
触
が
領
主
に
よ
っ
て
回
達
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
町
奉
行
ル
ー
ト
が
基
本
で
あ
っ
た
と
す
る2

。
中
川
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

多
様
な
領
主
に
比
し
て
個
別
の
事
例
研
究
は
多
く
は
な
く
、
領
主
ご
と
の
実
態
解

明
が
必
要
な
研
究
段
階
で
あ
る
と
言
え
る
。

山
城
国
と
同
様
に
、
一
部
の
公
家
領
や
寺
社
領
な
ど
、
非
武
家
領
が
多
く
存

す
る
大
和
国
に
お
け
る
触
伝
達
に
つ
い
て
は
、
大
宮
守
友
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
大
和
国
中
へ
の
触
は
奈
良
奉
行
か
ら
個
別
領
主
に
伝
達
さ
れ
る

方
式
と
、
領
主
に
か
か
わ
ら
ず
郡
ご
と
に
回
達
さ
れ
る
郡
触
の
方
式
が
併
存
し

て
お
り
、
近
世
中
後
期
に
は
郡
触
方
式
が
一
般
化
し
て
い
く
と
い
う3

。
奈
良
奉

行
か
ら
個
別
の
寺
社
領
主
へ
の
触
伝
達
の
実
相
が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

が
、
個
別
領
主
の
動
向
に
つ
い
て
は
な
お
実
態
解
明
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

ま
た
、
一
口
に
非
武
家
領
・「
伝
統
権
門
領
」
と
は
言
っ
て
も
、
寺
社
領
と
公

家
領
と
で
は
そ
の
領
主
と
し
て
の
評
価
に
少
な
か
ら
ず
差
異
が
存
し
て
い
る
。
例

え
ば
中
川
與
之
助
は
、
相
国
寺
領
を
検
討
対
象
と
し
、
相
国
寺
は
本
所
と
し
て
徴

税
と
と
も
に
行
政
・
司
法
の
権
利
を
持
っ
て
い
た
と
し4

、
豊
田
武
も
中
川
の
研

究
等
に
よ
り
な
が
ら
、
寺
院
領
主
の
権
限
は
大
名
と
差
異
は
な
か
っ
た
と
位
置
づ

け
て
い
る5

。
か
た
や
公
家
領
に
つ
い
て
は
、
井
ヶ
田
良
治
や
神
崎
彰
利
に
よ
っ

て
、
所
領
支
配
の
基
礎
的
な
解
明
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
所
領
の
錯
綜

に
よ
る
土
地
と
百
姓
の
不
一
致
に
起
因
す
る
領
主
と
し
て
の
権
能
の
限
界
が
指
摘

さ
れ
、
奉
行
所
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る6

。

畿
内
近
国
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
山
城
国
・
大
和
国
の
所
領
構
成
の
特
徴
を
成
す
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寺
社
領
・
公
家
領
で
あ
る
が
、
そ
の
所
領
支
配
の
特
質
は
、
必
ず
し
も
定
見
を
得

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

畿
内
近
国
の
支
配
構
造
に
つ
い
て
は
、
京
都
町
奉
行
所
・
大
坂
町
奉
行
所
に

よ
る
広
域
支
配
の
観
点
か
ら
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が7

、
そ
の
よ
う
な
な
か

で
も
、
寺
社
・
公
家
・
旗
本
等
の
領
主
の
性
格
の
差
異
に
留
意
し
な
が
ら
、
個
別

領
主
の
支
配
の
実
相
も
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

如
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
大
和
国
平
群
郡
に
所
在
し
た
楽

人
領
を
検
討
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
楽
人
領
は
、
領
主
で
あ
る
三
方
楽
人
自

体
に
地
下
官
人
と
し
て
の
性
格
と
寺
社
役
人
と
し
て
の
性
格
の
両
様
が
存
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
所
領
に
つ
い
て
も
公
家
領
的
な
性
格
と
寺
社
領
的
な
性
格
を

合
わ
せ
持
っ
て
お
り
、
公
家
領
・
寺
社
領
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
考
え
て
い
く
う
え

で
好
個
の
素
材
と
言
え
る8

。
楽
人
領
に
お
け
る
触
伝
達
の
実
態
解
明
を
通
し
て
、

非
武
家
領
・「
伝
統
権
門
領
」
の
個
別
領
主
に
よ
る
支
配
の
特
質
を
考
察
す
る
糸

口
と
し
て
い
き
た
い
。

一　

楽
人
領
に
到
来
し
た
触
書

ま
ず
は
楽
人
領
の
基
本
情
報
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
楽
人
領
と
は
、
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
に
南
都
方
・
天
王
寺
方
・
京
都
方
よ
り
成
る
三
方
楽
人
に
対
し
て

領
知
朱
印
状
を
も
っ
て
宛
行
わ
れ
た
所
領
で
あ
る9

。
券
面
の
石
高
は
二
〇
〇
〇

石
、
所
領
の
全
て
が
大
和
国
平
群
郡
に
所
在
し
、
目
安
村
・
神
南
村
・
惣
持
寺
村
・

椿
井
村
・
平
等
寺
村
・
中
之
宮
村
・
安
明
寺
村
・
岩
井
村
の
八
ヶ
村
よ
り
構
成
さ

れ
、
こ
の
う
ち
岩
井
村
の
み
幕
領
と
相
給
で
、
他
は
楽
人
の
一
給
支
配
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
支
配
構
造
に
つ
い
て
は
、
三
方
楽
人
の
う
ち
で
在
京
し
て
所
領
の
収
納
を

担
当
し
て
い
た
「
年
番
」
と
呼
ば
れ
る
役
職
と
、南
都
に
居
住
し
、在
南
楽
人
（
京

都
と
南
都
に
分
散
居
住
す
る
南
都
楽
人
の
う
ち
、
南
都
に
居
住
す
る
も
の
）
の
運

営
を
担
っ
て
い
た
「
南
都
一
﨟
（
代
）」
と
呼
ば
れ
る
役
職
の
、
二
系
統
の
支
配

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
既
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る10

。

そ
れ
で
は
、
楽
人
領
に
は
如
何
な
る
方
式
で
触
書
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
楽
人
領
の
村
々
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
触
留
等
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
さ

れ
て
い
な
い
が
、『
三
郷
町
史
』
に
掲
載
さ
れ
る
惣
持
寺
村
の
小
谷
繁
蔵
文
書
に
、

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
～
翌
四
年
（
一
八
五
一
）
に
か
け
て
到
来
し
た
触
書
が

十
通
残
さ
れ
て
い
る11

。
こ
れ
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
【
表
１
】
で
あ
る
。

一
例
を
下
記
に
掲
げ
よ
う
。

【
史
料
１
】
人
馬
賃
銭
渡
状
（
惣
持
寺
・
小
谷
繁
蔵
文
書
）

（
袋
表
書
）

「　

惣
持
寺
村

　
　
　
　

又
祐
様

　

御
用
書　
　
　
　
　
　
　

従
南
都
」

（
袋
裏
書
）

「　

六
月　
　
　
　
　

窪
越
中
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
内
岡
本
周
蔵
」

日
光
道
中
粕
壁
宿
、
中
山
道
洗
馬
宿
、
困
窮
候
付
、
人
馬
賃
銭
割
増
左
之
通

可
請
取
旨
申
渡

（
中
略
）
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右
割
増
賃
銭
申
渡
間
、
可
被
得
其
意
候
、
右
之
趣
向
々
江
可
被
相
触
候

　

戌
十
月

右
之
通
従
江
戸
被　

仰
出
候
間
、
被
得
其
意
可
被
相
触
も
の
也

　

亥
正
月
廿
六
日　

窪
越
中
（
近
繁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
ヶ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
中

日
光
道
中
の
粕
壁
宿
お
よ
び
中
山
道
の
洗
馬
宿
・
本
山
宿
の
人
馬
賃
銭
の
割

増
を
伝
え
る
触
書
で
あ
る
。
末
尾
に
あ
る
「
従
江
戸
」
の
文
言
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
江
戸
触
で
あ
っ
た
。
江
戸
触
が
、
在
南
楽
人
の
一
﨟
を
務
め
て
い
た
窪
近
繁

の
名
義
で
知
行
所
八
ヶ
村
に
宛
て
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
袋
に「
六
月
」

と
あ
る
の
は
楽
人
か
ら
正
月
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
や
や
不
審
で

は
あ
る
が
、
袋
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
惣
持
寺
村
又
祐
」
は
惣
持
寺
村
の
庄
屋
で

あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
江
戸
触
は
在
南
楽
人
へ
は
ど
こ
か
ら
触
れ
知
ら
さ
れ
た
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
嘉
永
三
年
の
人
馬
賃
銭
触
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は

楽
人
側
の
史
料
に
は
所
見
が
な
い
が
、
近
い
時
期
の
も
の
と
し
て
、
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
の
事
例
か
ら
、
在
南
楽
人
か
ら
楽
人
領
へ
の
触
の
伝
達
ル
ー
ト
を

確
認
し
て
お
く
。

【
史
料
２
】
芝
葛
房
「
芝
家
日
記
集
」
嘉
永
六
年
三
月
四
日
条12

六
日
、
曇

　
　

夕
景
同
心
両
人
触
状
持
参
ス
、
則
請
取
書
遣
ス
、
如
左

　
　
　

覚

一
、
御
触
状　

一
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
切
ニ
相
認

　
　

右
慥
ニ
請
取
申
候
、
以
上

　

丑
三
月
六
日　
　

芝
左
近
将
監
（
葛
房
）　

印

　
　

御
奉
行
所

　
　

御
触
状
如
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
州　

二
俣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
滝
寺

　

大
和

　

丹
後

　

上
野

�

右
信
康
様　

御
廟
所
并
御
位
牌
殿
其
外
大
破
ニ
付
御
修
覆
為
助
成
右
三
ヶ
国

三
ヶ
年
之
間
勧
化
御
免
寺
社
奉
行
連
印
之
勧
化
状
持
参
代
僧
役
人
共
当
丑
四

月
よ
り
来
ル
辰
三
月
迄
御
料
寺
社
領
在
町
可
致
巡
行
候
間
、
信
仰
之
輩
者
物

之
多
少
ニ
よ
ら
す
可
致
寄
進
旨
、
御
料
者
御
代
官
、
私
領
者
領
主
地
頭
よ
り

可
被
申
渡
候

　

丑
二
月

右
之
趣
従
江
戸
被

仰
出
候
間
、
被
得
其
意
面
々
知
行
所
江
も
可
被
相
触
も
の
也

　

丑
三
月
六
日　
　

戸
能
登
守
（
戸
田
氏
箸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
人
中

遠
州
清
滝
寺
の
御
免
勧
化
を
報
知
す
る
江
戸
触
で
あ
る
が
、
奈
良
奉
行
戸
田

氏
箸
か
ら
楽
人
を
宛
所
と
し
た
触
書
を
、
同
心
が
一
﨟
の
芝
葛
房
の
も
と
へ
持
参
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し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
同
月
九
日
に
は
、
楽
人
領
へ
伝
達
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

【
史
料
３
】
芝
葛
房
「
芝
家
日
記
集
」
嘉
永
六
年
三
月
九
日
条

九
日
、
曇

　
　

�

辰
刻
よ
り
飛
脚
ヲ
以
此
間
之
触
書
知
行
所
へ
為
持
遣
候
、
則
下
河
原
新

之
助
方
へ
遣
ス

　
　
　

触
書　
　

丑
二
月
ト
有
之
候
所
迄
相
認
次
ニ

　
　
　

右
之
趣
被

　
　
　

仰
出
候
間
知
行
所
村
々
可
相
触
者
也

　
　
　
　

丑
三
月
六
日　
　

将
監
（
芝
葛
房
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
ヶ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
共

　
　

�

右
之
通
相
認
上
封
シ
致
候
、
且
又
先
日
当
方
家
来
名
前
尋
ニ
来
候
故
返

書
遣
ス
、
以
来
芝
左
近
将
監
内
松
嶋
八
郎
ト
申
名
前
ニ
而
認
越
候
様
申

遣
ス

奉
行
所
か
ら
受
け
取
っ
た
触
書
の
末
尾
に
南
都
一
﨟
で
あ
る
芝
葛
房
の
署
名

を
付
し
、
楽
人
領
八
ヶ
村
庄
屋
宛
で
触
れ
回
し
て
い
る
。
な
お
、
村
々
の
庄
屋
に

楽
人
か
ら
直
接
伝
達
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
楽
人
領
八
ヶ
村
の
「
惣
郷
中
通
達

役
儀
」13

を
担
っ
て
い
た
下
河
原
と
称
さ
れ
る
楽
所
の
家
来
が
各
村
に
回
達
し
て
い

た
。
こ
う
し
て
在
南
楽
人
の
一
﨟
か
ら
下
河
原
を
介
し
て
村
々
へ
と
回
達
さ
れ
た

も
の
が
、【
史
料
１
】の
よ
う
な
形
で
村
方
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

（
江
戸
→
）
奈
良
奉
行
→
南
都
一
﨟
→
下
河
原
→
楽
人
領
庄
屋
の
ル
ー
ト
で
触
書

が
伝
達
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
奈
良
奉
行
に
よ
る
大
和
国
に
お
け
る
触
伝
達
の
基
本
構
造
を
確
認

し
て
お
こ
う
。

【
史
料
４
】�

旧
奈
良
奉
行
所
与
力
橋
本
家
文
書
「
刑
方
雑
記
、
第
一
冊
」
寛
政

九
十
月
廿
三
日14

　
　
　

覚

一
、
延
享
元
子
年
以
来
之
金
銀
出
入
奉
行
所
ニ
而
取
上
候
義
、（
以
下
略
）

　
　
　

巳
九
月

　
　

�

右
之
通
於
江
戸
者
取
捌
之
儀
御
改
有
之
候
間
、
心
得
迄
ニ
此
旨
相
触
候

も
の
也

　
　
　

巳
十
月
廿
三
日　
　

伯
耆
（
加
藤
正
修
＝
奈
良
奉
行
）

三
御
所　

興
福
寺　

東
大
寺　

衆
徒

楽
人　

春
日
社
家　

春
日
禰
宜　

十
三
ヶ
寺

廿
一
ヶ
寺　

無
知
行
寺　

町
方

拾
五
郡

　
　

〆
廿
九
通

こ
れ
は
、
大
宮
守
友
も
引
用
す
る
金
銀
出
入
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
触
書
で

あ
る
が15

、
そ
の
宛
所
に
、
興
福
寺
や
東
大
寺
、
あ
る
い
は
衆
徒
や
春
日
社
家
・

祢
宜
な
ど
の
寺
社
・
宗
教
者
と
並
ん
で
楽
人
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
楽
人

は
、
奈
良
の
寺
社
・
宗
教
者
の
一
員
と
し
て
受
け
取
っ
た
触
を
、
さ
ら
に
楽
人
領

の
村
々
へ
と
領
主
と
し
て
触
れ
回
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
で
、【
史
料
４
】の
宛
所
に「
拾
五
郡
」と
あ
る
よ
う
に
、大
和
国
で
は
、
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所
領
に
か
か
わ
ら
ず
村
々
を
回
達
し
て
い
く
郡
触
の
方
式
も
併
せ
て
採
ら
れ
て
い

た
。
楽
人
領
に
お
い
て
も
、
先
述
の
惣
持
寺
村
に
「
南
都
番
所
」
か
ら
「
村
々
庄

屋
・
年
寄
」
に
直
接
宛
て
ら
れ
た
触
書
が
残
さ
れ
て
お
り16

、
領
主
で
あ
る
楽
人

に
よ
る
触
と
、
郡
触
が
併
存
し
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

二　

楽
人
へ
の
触
伝
達

前
章
で
、
領
主
に
よ
る
触
と
郡
触
の
併
存
状
況
を
確
認
し
た
が
、
こ
こ
で
注

意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
領
主
で
あ
る
楽
人
の
知
行
所
に
対
す
る
支
配
機
構
自
体

も
、
京
都
の
年
番
と
在
南
の
南
都
一
﨟
と
で
二
重
化
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
楽
人
領
下
の
村
々
に
お
い
て
、
京
都
の
年
番
か
ら
到
来
し
て
い
る
触

書
は
確
認
で
き
な
い
。
楽
人
領
に
お
い
て
京
都
の
年
番
か
ら
の
触
の
伝
達
ル
ー
ト

が
確
認
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
楽
人
領
の
領
主
で
あ
る

楽
人
仲
間
へ
の
触
伝
達
の
様
相
か
ら
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

幕
末
期
に
か
か
る
が
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
お
け
る
楽
人
へ
の
触
の

回
達
経
路
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
２
】
で
あ
る
。
当
時
老
分
を
務
め
て
い
た
天

王
寺
方
在
京
楽
人
の
東
儀
文
均
の
「
老
分
役
録
」
と
、
在
南
楽
人
の
東
友
秋
・
芝

葛
鎮
の
日
記
か
ら
判
明
す
る
触
を
抽
出
し
た17

。

芝
葛
鎮
の
日
記
に
は
、
一
七
件
の
触
書
が
写
し
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う

ち
一
三
件
ま
で
が
奈
良
奉
行
山
岡
景
恭
か
ら
の
触
で
あ
り
、前
章
で
み
た
よ
う
に
、

大
和
国
内
の
他
の
朱
印
寺
社
等
と
並
ん
で
伝
達
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。な
お
、

こ
の
う
ち
三
件
に
つ
い
て
は
楽
人
領
へ
も
触
れ
回
さ
れ
て
い
る
。残
り
の
四
件
は
、

武
家
伝
奏
か
ら
、
朝
廷
の
統
属
関
係
に
則
っ
て
発
出
さ
れ
た
触
で
あ
り
、
一
例
を

次
に
掲
げ
る
。

【
史
料
５
】
芝
葛
鎮
「
芝
家
日
記
集
」
文
久
三
年
正
月
十
三
日
条

十
三
日
、
晴

　
　

回
章
来
ル
、
如
左
、
正
月
八
日
御
達
之
書
付

　
　
　

�

来
二
月
御
上
洛
御
参　

内
相
済
候
節
、
摂
家
親
王
宮
御
門
跡
方
始
公

卿
殿
上
人
地
下
之
者
共
御
所
々
之
惣
女
中
向
等
江
夫
々
被
進
物
被
遣

物
被
下
物
等
有
之
候
間
、
官
位
名
前
人
数
等
巨
細
取
調
且
彼
地
御
続

柄
之
訳
等
差
越
候
様
、
年
寄
衆
よ
り
申
来
候
間
、
取
調
可
被
申
聞
候
、

此
書
付
ハ
所
司
代
よ
り
御
附
へ
之
書
付
也

　
　

右
伝
奏
衆
よ
り
被
達
候
事
、
仍
而
名
前
差
出
置
候
也

　
　

右
之
通
老
分
奥
好
古
宿
祢
よ
り
被
申
越
候
事

将
軍
の
上
洛
に
伴
う
朝
廷
構
成
員
へ
の
下
賜
に
備
え
、
官
位
や
名
前
を
取
り

調
べ
て
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
書
付
は
、
京
都
所
司
代
か

ら
禁
裏
附
へ
と
回
付
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
武
家
伝
奏
か
ら
老
分
奥
好
古
へ
と

伝
達
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
在
南
楽
人
の
芝
葛
鎮
の
も
と
へ
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
同
内
容
の
触
は
東
儀
文
均
「
老
分
役
録
」
に
も
書
き
留
め
ら
れ
て
お

り
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
６
】
東
儀
文
均
「
老
分
役
録
」
文
久
三
年
正
月
十
二
日
条

　
　
　

口
上
覚

来
二
月
御
上
洛
御
参　

内
相
済
候
節
、
摂
家
親
王
宮
御
門
跡
始
公
卿
殿
上
人

地
下
之
者
共
御
所
〳
〵
惣
女
中
向
等
江
其
々
被
進
物
被
遣
物
被
下
物
等
有
之

候
間
、
官
位
名
前
人
数
等
巨
細
ニ
取
調
且
彼
地
御
続
柄
之
訳
等
認
込
差
越
候
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様
年
寄
衆
よ
り
申
来
候
間
、
取
調
可
被
申
聞
候

右
之
通
武
辺
よ
り
申
来
候
ニ
付
、
御
続
柄
之
訳
等
御
認
、
来
ル
十
日
迄
坊
城

家
江
御
差
出
可
被
成
候
、
此
段
可
申
入
旨
両
伝
被
申
付
候
、
以
上

　
　
　

正
月
八
日

　

右
之
通
申
来
候
、
仍
而
申
入
候
、
以
上

　
　
　

同
日　
　
　
　
　
　
　

八
田
織
部
（
＝
四
辻
家
雑
掌
）

　

右
之
通
御
達
ニ
付
申
入
候
、
以
上

　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
均
（
東
儀
）

　
　

一
方
並
在
天
へ
通
達
之
事

芝
葛
鎮
の
日
記
で
は
省
略
さ
れ
て
い
た
が
、
武
家
伝
奏
か
ら
楽
所
奉
行
四
辻

家
に
伝
達
さ
れ
、
そ
れ
を
四
辻
家
雑
掌
の
名
で
三
方
楽
所
の
老
分
へ
宛
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
東
儀
文
均
は
「
一
方
並
在
天
へ
通
達
」
と
し
て
お
り
、
老
分
か

ら
在
京
の
天
王
寺
楽
人
と
在
天
楽
人
の
双
方
に
触
れ
回
さ
れ
て
い
る
。
南
都
楽
人

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
南
都
方
の
老
分
か
ら
在
京
の
南
都
楽
人
と
在
南
楽
人
に
触

れ
回
さ
れ
、
そ
れ
を
葛
鎮
が
受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
在
南
楽
人
の
も
と
に
は
、
奈
良
奉
行
か
ら
の
触
に
加
え
て
、
地

下
官
人
の
一
員
と
し
て
、
武
家
伝
奏
か
ら
の
触
も
到
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東

友
秋
の
日
記
で
は
一
六
件
の
触
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
一
三
件
が
武
家
伝

奏
か
ら
の
触
で
あ
り
、
奈
良
奉
行
の
触
は
三
件
に
と
ど
ま
る
。
同
じ
在
南
楽
人
で

あ
る
葛
鎮
・
友
秋
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
触
を
受
け
取
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る

が
、
日
記
に
表
れ
る
限
り
で
は
そ
の
比
率
は
真
逆
で
あ
り
、
同
じ
集
団
内
の
同
じ

年
度
の
日
記
で
あ
っ
て
も
、
書
き
留
め
ら
れ
る
触
書
に
は
相
当
の
差
異
が
あ
る
こ

と
が
察
せ
ら
れ
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
老
分
を
務
め
た
東
儀
文
均
の
役
録
に
記
載
の
触
を
通
覧
す
る
と
、
そ

の
全
て
が
伝
奏
触
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
武
家
伝
奏
―
楽
所
奉
行
四
辻
家
と
楽
人

仲
間
と
を
つ
な
ぐ
役
職
で
あ
る
た
め
、専
ら
伝
奏
触
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

文
均
の
通
規
の
日
次
記
を
確
認
し
て
み
て
も
時
折
り
心
覚
え
と
し
て
町
触
が
写
し

込
ま
れ
て
い
る
も
の
の18

、
基
本
的
に
は
、
伝
奏
触
が
到
来
し
て
い
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
楽
人
に
伝
達
さ
れ
た
触
書
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
奈
良

奉
行
か
ら
在
南
楽
人
へ
の
触
に
は
、
上
洛
に
伴
う
将
軍
の
動
静
を
伝
え
る
も
の
や

銅
銭
の
吹
立
に
関
す
る
も
の
な
ど
の
江
戸
触
や
、
ま
た
、
時
節
柄
八
・
一
八
の
政

変
に
伴
う
七
卿
落
ち
や
脱
走
人
に
関
わ
っ
て
所
司
代
か
ら
発
せ
ら
れ
た
触
な
ど
が

あ
り
、
一
部
は
知
行
所
に
も
触
れ
回
さ
れ
て
い
た
。
幕
府
→
個
別
領
主
→
領
民
と

い
う
構
造
が
そ
の
ま
ま
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
、
伝
奏
触
は
、
儀
礼

執
行
や
御
所
周
辺
の
動
静
、
公
家
の
行
動
規
制
等
に
関
わ
る
も
の
が
大
部
分
を
占

め
て
お
り
、確
実
に
武
辺
か
ら
の
触
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、

将
軍
上
洛
時
の
進
物
や
四
条
芝
居
興
行
へ
の
帯
刀
人
の
立
入
、衣
服
の
制
度
改
革
、

浪
人
体
の
者
の
取
締
な
ど
、
そ
の
内
容
は
、
公
家
お
よ
び
家
中
の
行
動
を
規
制
す

る
も
の
で
あ
り
、
触
の
直
接
的
な
対
象
は
公
家
集
団
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る19

。こ
う
し
て
み
る
と
、
武
家
伝
奏
か
ら
楽
人
へ
回
達
さ
れ
る
触
は
、
あ
く
ま
で

公
家
社
会
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
知
行
所
へ
触
れ
回
す
よ
う
な
性
質
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、楽
人
領
へ
の
領
主
か
ら
の
触
が
、

在
南
の
南
都
一
﨟
か
ら
の
触
の
み
で
、
在
京
の
年
番
か
ら
の
触
が
見
出
せ
な
い
の

も
う
な
ず
け
る
。
在
南
楽
人
は
奈
良
奉
行
に
よ
っ
て
大
和
国
内
の
他
の
寺
社
領
主

な
ど
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
知
行
所
へ
の
触
伝
達
を
担
っ
て
い
た
の
に
対
し
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て
、
在
京
楽
人
は
公
家
社
会
の
一
員
で
あ
る
地
下
官
人
と
し
て
伝
奏
触
を
受
け

取
る
の
み
で
あ
り
、
知
行
所
へ
触
れ
回
す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る20

。

楽
人
領
の
支
配
は
、
年
貢
の
収
取
を
担
う
在
京
の
年
番
に
よ
る
支
配
と
、
日
常
的

な
触
の
伝
達
等
を
担
う
在
南
の
一
﨟
に
よ
る
支
配
の
両
様
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た

と
言
え
よ
う21

。
お
わ
り
に

大
和
国
平
群
郡
の
楽
人
領
で
は
、領
主
で
あ
る
楽
人
か
ら
の
触
（
地
頭
触
）
と
、

奈
良
奉
行
か
ら
の
郡
触
の
二
つ
の
ル
ー
ト
が
併
存
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
楽
人
か

ら
の
触
は
、
専
ら
奈
良
奉
行
→
在
南
一
﨟
→
知
行
所
の
ル
ー
ト
で
到
来
し
、
京
都

の
年
番
か
ら
の
触
書
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
る
に
、
在

京
楽
人
と
在
南
楽
人
の
存
在
形
態
の
違
い
、
す
な
わ
ち
、
在
京
楽
人
は
公
家
社
会

の
一
員
で
あ
る
地
下
官
人
と
し
て
武
家
伝
奏
―
楽
所
奉
行
四
辻
家
の
支
配
の
下
に

置
か
れ
、
か
た
や
在
南
楽
人
は
大
和
国
内
の
朱
印
寺
社
や
宗
教
者
と
並
列
す
る
存

在
と
し
て
奈
良
奉
行
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
た
と
い
う
差
異
が
、
触
の
伝
達
ル
ー
ト

に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
年
番
を
含
む
在
京
楽
人
に
は
、

公
家
を
対
象
と
す
る
伝
奏
触
し
か
触
れ
回
さ
れ
な
い
た
め
、
知
行
所
に
回
達
す
る

よ
う
な
内
容
を
持
つ
触
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
場
合
、
在
京
楽
人
か
ら
知
行
所
へ
の
触
が
確
認

で
き
な
い
こ
と
が
、
単
に
触
の
内
容
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
公
家
領
主

の
権
能
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
更
な
る
検
討
を
要
し
よ
う22

。
た
と
え
ば
数
千
石

規
模
の
ま
と
ま
っ
た
所
領
を
持
つ
五
摂
家
ク
ラ
ス
の
公
家
領
で
は
ど
う
で
あ
っ
た

か23

、
あ
る
い
は
随
身
調
子
家
の
よ
う
な
膝
下
に
所
領
を
保
持
し
続
け
た
地
下
官

人
領
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か24

、
他
の
公
家
領
に
お
け
る
触
伝
達
と
の
比
較
検
討

が
不
可
欠
で
あ
る
。

大
名
領
・
旗
本
領
・
寺
社
領
・
公
家
領
な
ど
、
領
主
の
性
質
に
よ
っ
て
、〈
幕

府
―
領
主
〉
の
レ
ベ
ル
で
到
来
す
る
触
の
差
異
の
有
無
を
検
討
し
、
そ
れ
が
所
領

支
配
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
幕
府
の
広
域
支
配
と
ど
の
よ

う
な
関
係
性
に
あ
っ
た
の
か
、
個
々
の
事
例
研
究
を
蓄
積
し
て
い
く
必
要
性
が
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
奈
良
県
地
域
創
造
部
文
化
財
課
主
査
）

【
註
】

1�

山
田
洋
一
「
近
世
「
徳
川
領
国
」
に
お
け
る
山
城
国
の
構
造
―
京
都
府
域
関
係
古
文
書
の
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
前
提
と
し
て
④
―
」（『
資
料
館
紀
要
』
三
六
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、

二
〇
〇
八
）。

2�

中
川
博
勝
「
山
城
国
旗
本
天
野
領
に
お
け
る
公
儀
触
の
伝
達
」（『
京
丹
後
市
久
美
浜
町
太
刀
宮
文

書
（
久
美
浜
代
官
所
郡
中
代
等
文
書
）・
佐
治
家
資
料
調
査
と
御
用
留
横
断
研
究
』
京
都
府
立
大

学
文
学
部
歴
史
学
科
、
二
〇
二
二
）。

3�

大
宮
守
友
「
奈
良
奉
行
の
触
伝
達
に
つ
い
て
」（『
近
世
の
畿
内
と
奈
良
奉
行
』
清
文
堂
出
版
、

二
〇
〇
九
、
初
出
一
九
九
〇
）。

4�

中
川
與
之
助
「
相
国
寺
領
の
研
究
（
上
）」（『
経
済
史
研
究
』
四
、日
本
評
論
社
、一
九
三
〇
）、同
「
相

国
寺
領
の
研
究
（
下
）」（『
経
済
史
研
究
』
五
、
日
本
評
論
社
、
一
九
三
〇
）。

5�
豊
田
武
「
江
戸
時
代
の
寺
領
概
説
」（『
豊
田
武
著
作
集
第
五
巻　

宗
教
制
度
史
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
二
）。

6�

井
ヶ
田
良
治
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
公
家
領
の
支
配
構
造
」（『
同
志
社
法
学
』
三
〇
（
一
）、

一
九
七
八
）、
神
崎
彰
利
「
近
世
に
お
け
る
公
家
領
の
構
造
―
久
世
家
領
を
中
心
に
―
」（『
明
治
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大
学
刑
事
博
物
館
年
報
』
一
二
、一
九
八
一
）。

7�
村
田
路
人
『
近
世
畿
内
近
国
支
配
論
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
九
）
等
。

8�

山
田
淳
平
「
近
世
楽
人
領
の
性
格
」（『
近
世
の
楽
人
集
団
と
雅
楽
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
四
）。

9�

楽
人
領
に
つ
い
て
は
、
平
出
久
雄
「
徳
川
時
代
雅
楽
家
の
経
済
的
一
断
面
（
一
）
―
徳
川
幕
府
が

雅
楽
家
に
与
え
た
庇
護
に
就
い
て
―
」（『
歴
史
と
国
文
学
』
二
二
（
三
）、
大
洋
社
、
一
九
四
〇
）、

同
「
徳
川
時
代
雅
楽
家
の
経
済
的
一
断
面
（
二
）
―
徳
川
幕
府
が
雅
楽
家
に
与
え
た
庇
護
に
就
い

て
―
」（『
歴
史
と
国
文
学
』
二
二
（
六
）、
一
九
四
〇
）、
同
「
徳
川
時
代
雅
楽
家
の
経
済
的
一
断

面
（
三
）
―
徳
川
幕
府
が
雅
楽
家
に
与
え
た
庇
護
に
就
い
て
―
」（『
歴
史
と
国
文
学
』
二
三
（
一
）、

一
九
四
一
）、
南
谷
美
保
「
三
方
楽
所
楽
人
に
よ
る
知
行
所
支
配
に
つ
い
て
―
弘
化
・
嘉
永
年
間

を
中
心
と
し
た
考
察
」（『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』
四
八
、二
〇
〇
九
）、
平
群
町
史
編
纂
委
員
会
編

『
平
群
町
史
』（
平
群
町
役
場
、
一
九
七
六
）、
三
郷
町
史
編
集
委
員
会
『
三
郷
町
史　

上
巻
』（
三

郷
町
役
場
、
一
九
七
六
）、
斑
鳩
町
史
編
集
委
員
会
編
『
斑
鳩
町
史
（
本
編
）』（
斑
鳩
町
役
場
、

一
九
七
九
）、
前
掲
註
８
山
田
論
文
参
照
。

10�

前
掲
註
８
山
田
論
文
。

11
三
郷
町
史
編
集
委
員
会
『
三
郷
町
史　

下
』（
三
郷
町
役
場
、
一
九
七
六
）。

12
「
芝
家
日
記
集
」（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
）。

13
芝
葛
泰
「
芝
家
日
記
集
」
文
化
十
年
二
月
廿
八
日
条
。

14
旧
奈
良
奉
行
所
与
力
橋
本
家
文
書
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）。

15�

前
掲
註
３
大
宮
論
文
四
八
一
頁
。
な
お
、
以
下
の
大
和
国
に
お
け
る
触
伝
達
に
つ
い
て
は
同
論
文

参
照
。

16�

「
南
都
番
所
御
触
書
帳
（
天
理
図
書
館
蔵
）」（
前
掲
註
11
『
三
郷
町
史　

下
』）。
近
世
後
期
の
「
和

州
平
群
郡
村
順
帳
」（
大
方
家
文
書
、
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
画
像
デ
ー
タ
を
閲

覧
）
に
は
、
高
取
役
所
か
ら
到
来
し
た
触
書
の
平
群
郡
内
の
伝
達
先
の
べ
八
八
ヶ
村
が
書
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
楽
人
領
八
ヶ
村
も
含
ま
れ
て
お
り
、
郡
触
が
廻
達
さ
れ
て
い
た
様
子

が
見
て
取
れ
る
。
な
お
、
幕
領
を
預
か
る
高
取
藩
役
所
か
ら
到
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
幕
領
触
の

よ
う
に
も
思
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
奈
良
奉
行
触
・
京
都
町
奉
行
触
と
の
関
係
性
と
も

あ
わ
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

17�

東
儀
文
均
「
老
分
役
録
」（「
楽
所
日
記
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
））、『
南
都
狛
姓
楽
家
東
友
弘

家
文
書
』
C
D
―
R
O
M
（
小
林
写
真
工
業
、
二
〇
〇
三
）。

18�

東
儀
文
均
「
楽
所
日
記
」
文
久
三
年
二
月
十
六
日
条
・
同
年
二
月
廿
九
日
条
・
同
年
四
月
十
七
日
条
。

19�

武
家
伝
奏
に
よ
る
触
回
達
に
つ
い
て
は
、大
屋
敷
佳
子
「
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
武
家
伝
奏
の
機
能
」

（『
論
集
き
ん
せ
い
』
七
、一
九
八
二
）
に
言
及
が
あ
る
。

20�

当
然
な
が
ら
年
貢
の
収
納
の
担
当
者
で
あ
る
年
番
が
所
領
村
々
と
の
接
点
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な

く
、
年
番
は
例
年
毛
見
を
行
う
な
ど
直
接
知
行
所
に
出
向
い
て
い
た
し
、
蔵
着
に
際
し
て
は
知
行

所
の
惣
代
百
姓
か
ら
挨
拶
を
受
け
る
な
ど
、
年
貢
の
収
取
は
年
番
が
差
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

東
儀
文
均
「
楽
所
日
記
」、
前
掲
註
９
南
谷
論
文
参
照
。

21�

年
番
と
南
都
一
﨟
の
支
配
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
８
山
田
論
文
参
照
。

22�

も
ち
ろ
ん
、
在
京
年
番
か
ら
の
触
伝
達
ル
ー
ト
が
本
当
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
も
、
な
お
慎
重
に
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
楽
人
領
の
地
方
史
料
の
更
な
る

発
掘
が
課
題
と
な
る
。

23�

近
衛
家
領
の
伊
丹
郷
町
で
は
既
に
多
く
の
地
頭
触
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
伊
丹
市
立
博
物
館
編
『
伊

丹
酒
造
家
史
料
（
下
）』
伊
丹
市
役
所
、
一
九
九
二
）。
そ
の
中
で
も
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）

十
月
八
日
付
の
年
貢
・
諸
役
の
勘
定
帳
面
に
つ
い
て
定
め
た「
覚
」（「
御
定
目
な
ら
び
に
御
書
付
写
」、

同
書
七
〇
五
頁
）
は
伝
奏
触
が
家
領
に
触
れ
回
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

24�
調
子
村
お
よ
び
調
子
家
領
に
つ
い
て
は
、
田
中
淳
一
郎
「
近
世
在
地
領
主
と
相
給
村
落
」（『
日
本

社
会
の
史
的
構
造　

近
世
・
近
代
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
）
参
照
。
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年月日 内容 差出・宛名 備考
嘉永 3年 11月 3日 米売買ニ付御触書 窪越中→八ヶ村庄屋中
嘉永 3年月未詳 10日 蘭書ニ付御触書 窪越中→八ヶ村庄屋中 従江戸
嘉永 3年 7月 7日 普請・鳴物差免状 窪越中→八ヶ村庄屋中
嘉永 3年 5月 28日 普請・鳴物差免状 窪越中→八ヶ村庄屋中
嘉永 4年 1月 26日 人馬賃銭渡状 窪越中→八ヶ村庄屋中 従江戸
嘉永 3年 8月 3日 人馬賃銭申渡状 窪越中→八ヶ村庄屋中へ 従江戸
嘉永 3年 5月 渡船賃銭割増申渡状 窪越中→八ヶ村庄屋中 従江戸
嘉永 3年 6月 不正肥料売買ニ付触状 窪越中→八ヶ村庄屋中
嘉永 4年 1月 26日 高野山大塔焼失寄進ニ付御用答 窪越中→八ヶ村庄屋中 従江戸
嘉永 4年 1月 26日 神社仏寺修覆助成差状 窪越中→八ヶ村庄屋中 従江戸

【表１】嘉永３年の楽人領に到来した触（惣持寺・小谷繁蔵文書）

年月日 内容 東儀文均「老分役録」 東友秋「日記」 芝葛鎮「芝家日記集」
文久 3年 1月 8日 将軍上洛時に際し続柄

申告ニ付
武辺→伝奏→八田織部
→文均（老分）→一方
並在天へ

伝奏→老分→在南 所司代→御附、老分
奥好古より

文久 3年 1月 12日 敏宮様桂御所相続 伝奏雑掌→八田織部→
文均→一同在天へ

四辻→久保光亨（一﨟）
→在南

四辻→好古（老分）
→久保光亨（一﨟）

文久 3年 1月 15日 京都桂姫回在 備後守（山岡景恭）
→

文久 3年 2月 5日 春日祭執行 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 2月 8日 大神宮造替木造始執行 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 2月 18日 将軍上洛御出帆 伝奏雑掌→八田織部→
文均→一統在天へも

伝奏→八田織部→老分
→芝葛房→在南

文久 3年 2月 21日 禁裏御所宰領仕丁袴羽
織等改正

伝奏雑掌→八田織部→
文均→一統在天へも

伝奏→八田織部→久保
光亨→在南

文久 3年 2月 21日 今度陸路東海道御上洛
被仰出

山備後守→楽人中

文久 3年 2月 27日 此度世上通用之ため銅
四文銭吹立

山備後守→楽人中、
知行所江も

文久 3年 2月 28日 英国軍艦差向 伝奏雑掌→八田織部→
文均→一統在天江

伝奏→八田織部→久保
光亨→在南

両伝奏雑掌→

文久 3年 2月 30日 伊勢石清水賀茂社宣命
使発足

伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 3月 3日 伊勢石清水賀茂社奉告
宣命

伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 3月 4日 賀茂社行幸治定 伝奏雑掌→八田織部→
文均

伝奏→老分→在南

文久 3年 3月 6日 将軍上洛進物等ニ付 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 3月 7日 禁裏御所火元見牧野備
前守へ仰せ付けらる

伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 3月 8日 清和門院御門修覆 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 3月 18日 先般公方様御上洛ニ付 山備後守→楽人中

【表２】文久 3年楽人への触と伝達経路
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文久 3年 3月 19日 石清水臨時祭執行 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 3月 23日 公方様今廿三日京都御
発駕

奈良奉行→在南 山備後守→楽人中

文久 3年 3月 24日 公方様昨廿三日京都御
発駕

奈良奉行→在南 山備後守→楽人中

文久 3年 3月 25日 東照宮奉幣発足 伝奏雑掌→八田織部→
文均

伝奏→八田織部→京都
ニ而承り

文久 3年 3月 25日 神武帝山陵御拝 伝奏雑掌→八田織部→
文均

伝奏→八田織部→京都
ニ而承り

文久 3年 4月 5日 賀茂祭執行 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 5月 17日 九門外警固人数分配 伝奏→八田織部→老分
→久保光亨→在南

文久 3年 5月 19日 非常帯刀 伝奏→八田織部→老分
→久保光亨→在南

文久 3年 5月 23日 御所警衛 伝奏→八田織部→老分
→久保光亨→在南

文久 3年 5月 27日 禁裏守衛 伝奏→八田織部→文均 伝奏→八田織部→老分
→久保光亨→在南

文久 3年 6月 2日 建言申上ニ付定 四辻→老分→一在京在
天一統へ

文久 3年 2月 15日 公武礼節ニ付定 四辻→老分
文久 3年 6月 9日 将軍京都発駕 奈良奉行→在南 山備後守→
文久 3年 6月 14日 昨十三日公方様大坂表

御発駕
山備後守→楽人中

文久 3年 6月 18日 大川筋普請入用銀 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 6月 19日 御祖社上棟遷宮 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 6月 28日 公方様御上洛被為済 山備後守→楽人中
文久 3年 7月 6日 鴨御祖社仮遷宮 伝奏雑掌→八田織部→

文均
文久 3年 7月 23日 猿ヶ辻木柵取建 伝奏雑掌→八田織部→

文均
文久 3年 8月 4日 諸山陵御拝服者ニ付 伝奏雑掌→八田織部→

文均
文久 3年 8月 9日 石清水放生会執行 伝奏雑掌→八田織部→

文均
文久 3年 8月 16日 為今度攘夷御祈願大和

国行幸
山備後守→楽人中

文久 3年 8月 20日 大和国行幸之儀 山備後守→楽人中
文久 3年 8月 24日 家来身元取調 伝奏雑掌→八田織部→

文均→在京一統へ
文久 3年 8月 26日 例幣発遣 伝奏雑掌→八田織部→

文均
文久 3年 9月 6日 元三條西中納言他七人

官位停止
山備後守→楽人中、
知行所江も

文久 3年 9月 22日 十津川郷士朝敵に成ら
ざるよう

伝奏雑掌→石尾監物→
文均→在京在天へ

文久 3年 10月 21日 春日社若宮上棟日時定 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 10月 28日 新嘗祭執行 伝奏雑掌→石尾監物→
文均
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文久 3年 11月 神武帝山陵発遣日時定 伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 11月 四条芝居興行に帯刀人
立入ニ付

武辺→伝奏雑掌→八田
織部→文均

文久 3年 11月 7日 去ル八月十八日脱走人 山備後守→楽人中、
知行所江も

文久 3年 11月 25日 一条前左大臣薨去ニ付
廃朝

伝奏雑掌→石尾監物→
文均

文久 3年 11月 衣服の制度改革 武辺→伝奏雑掌→石尾
監物→文均

文久 3年 11月 29日 神武帝山陵御拝服者 伝奏雑掌→石尾監物→
文均

文久 3年 12月 2日 東庭御拝延引 伝奏雑掌→石尾監物→
文均

文久 3年 12月 2日 被下米残り代金銀請取 伝奏雑掌→石尾監物→
文均

文久 3年 12月 4日 堂上地下乗馬ニ付沙汰 在京在天江
文久 3年 12月 7日 東庭御拝等執行 伝奏雑掌→八田織部→

文均
文久 3年 12月 7日 長州脱藩の輩召し抱え

禁止
伝奏雑掌→八田織部→
文均

文久 3年 12月 9日 仮服御届ニ付 伝奏雑掌→八田織部→
文均

両伝→八田織部→近
俊（老分）→久保光
亨

文久 3年 12月 10日 非蔵人・口向衣服 伝奏雑掌→石尾監物→
文均

文久 3年 12月 15日 内侍所臨時御神楽執行 伝奏雑掌→石尾監物→
文均

文久 3年 12月 16日 長州脱藩人探索 伝奏雑掌→石尾監物→
文均

文久 3年 12月 25日 中将殿男賀寿丸殿従五
位宣下

八田織部→文均→一方
並在天へ

文久 3年 12月 東海道中山道関内取締 東海道中山道筋并関八
州之領分知行所有之
面々江

文久 3年 12月 諸国関所出入改 武辺→伝奏雑掌→石尾
監物→文均

文久 3年 12月 浪人体の者取締 武辺→伝奏雑掌→八田
織部→文均



表紙の解説
1 2 3 4

5 6
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1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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